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▶子宮頸がんとは？ 

 ・日本では毎年、約 1.1万人の女性が子宮頸がんにかかり、約 2900人の女性が子宮頸がんで亡くなっています。ま

た、若い年齢層で発症する割合が高いがんです。患者さんは 2０歳代から増え始めて、30歳代までにがんの治療で子

宮を失ってしまう（妊娠できなくなってしまう）人も、1年間に約 1000人います。 

▶子宮頸がんにかかるのはなぜ？ 

 ・子宮頸がんは子宮の頸部という子宮の出口に近い部分にできるがんです。 

 ・HPV（ヒトパピローマウイルス）の感染が原因と考えられています。 

 ・感染が主に性的接触によって起こり、女性の多くが一生に一度は感染するといわれています。 

 

子宮頸がんワクチンは平成 25年 4月に定期接種になりましたが、接種後に生じた多様な症状で個別の案内が差し控えられて

いました。そのため接種する機会を失ってしまった方も少なくありません。その間、様々な接種後の研究・調査がすすみ、安全

性・有効性が確認され、今年の 4月より個別の案内が再開されることになりました。副反応や安全性にいろいろ不安なことがあ

ると思います。ですが、「知らなかった」ことで女性の未来が失われることがあってはなりません。この機会に積極的に接種をし

てもらいたいと思います。                                     看護師 松本 

 ◆HPVワクチンの接種により、注射部

位の一時的な痛み・腫れなどの局所症状

は約８割の方に生じるとされています。

また、注射時の痛みや不安のために失神

（迷走神経反射）を起こした事例が報告

されていますが、これについては接種直

後 30分程度安静にすることで対応が可

能です。 

◆平成 28年に厚生労働省の全国疫学調

査が報告され HPVワクチン接種歴のな

い女子でも、HPVワクチン接種歴のあ

る女子に報告されている症状と同様の

「多様な症状」を呈する人が一定数存在

すること、すなわち、「多様な症状」が

実際に起きていることは事実でも、こ

れが、HPVワクチンそのもののせいで

起きた症状とは言えない」というデー

ターが出てきました。 

HPV ワクチンの安全性 他にも、名古屋市において、2015年に、1994～2000年

度生まれの女性（15～21歳）にアンケート調査が行われまし

た（名古屋スタディー）。 

この調査では、接種者と非接種者の症状の起こりやすさに

有意差は検出されず、子宮頸がんワクチンの接種と 24 項目

の症状の因果関係は証明されませんでした。 

 

 

▶女性が子宮頸がんで苦しまないためにできることが 2 つあります 

 ➊ HPVワクチン（子宮頸がんワクチン） ▶HPV の感染を予防します 

 ➋ 子宮頸がん検診  ▶がんを早期発見し治療します 20歳以上のかたは 2年に 1回 

 

   

  

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【子育てを楽しんで】 

 子どもとの生活は、毎日めまぐるしく怒ったり泣いたり笑ったり、とても大変です。しかし、子どもと一緒にいら

れる時間は限られています。せっかくなら子どもと一緒にいる大切な時間を楽しく過ごすことができれば・・・。 

毎日、精一杯で余裕のないこともあるかと思いますが、子育てを楽しむために・・・ 

 ◆完璧をめざさない。何もかも自分で完璧にしようとしない（あれこれがんばりすぎると疲れてしまいます。肩

の力を抜いてほどほどに） 

◆時間に余裕を持つ。時間に余裕があると心にもゆとりが・・・。 

子ども相手では予定通りにいかないことばかり。予定のある時は時間を逆算して準備をしてみてはどうでしょう。 

◆周りの助けをかりる。お父さん、おじいちゃん、おばあちゃん、周りの頼れる人の力をかりましょう。 

それも難しい時は、自治体の子育て支援のサポートを依頼するのもひとつの手です。何もかも一人で抱え込まない

で・・・。 

◆ストレスを発散する。 毎日子どもと一緒にいると、思った以上に自由が効かず疲れてしまうことも・・・。

自分なりのストレス発散方法を見つけてちょこちょこ発散させ、爆発させないように。 

◆ママ友などと子育てを共感する。子育ての嬉しかったこと楽しいこと、大変だったことなど、周りの人と話す

ことで、気持ちが救われ励ましあいながら一緒にがんばれます。 

子どもの笑顔は最高です。子どもの小さな成長をひとつひとつ宝物にして子育てを楽しんでください。 看護師 

山下 

 

 

4 価の HPV ワクチンは子宮頸部浸潤がんのリスクを

63％下げるという研究結果がでました 

2006 年から 2017 年のスウェーデンの全国民のデータ

ーベースを用いて、10歳～30歳の女性約 167万人を調査

しました。４価の HPV ワクチンを少なくとも１回接種した

約 53万人と、HPVワクチンを接種しなかった 115万人に

おいて、子宮頸部浸潤がんの発症を比較しています。今回の

研究でもう一つわかったことは、年齢が低いうちに打った方

が効果が高いということです。17 歳以下で接種した人の中で

子宮頸部浸潤がんを発症したのは全部で２人だけであり、リ

スクは 88％も減っているとされています。一方で 17 歳～

30歳以上で接種した人も、53％は防ぐことができています。 

 HPVワクチンは HPVの感染を予防するものであり、感染

した HPVを治療する効果はありません。HPVワクチンで予

防できる型の全てに感染している人は少ないはずで、初交後

も効果はあると考えられますが、できれば性交渉が始まる前

に接種していることが望ましいです。 

※浸潤というのは、がんが発生したところから水が浸み込むように隣の臓器

や組織まで広がっていくこと 

有効性について 

◆接種後に、健康に異常があるとき 

ワクチン接種後に何らかの症状が現れた方のた

めの診療相談窓口が全国 85 医療機関（すべて

の都道府県）に設置されています。 

香川県は 県立中央病院  高松赤十字病院  

香川大学医学部附属病院です。 

まずは、接種医もしくはかかりつけ医に相談

をしましょう。 

 

HPVワクチン接種後に副反応が起こったとき 

編集後記 いま、 私たちのまわりには新型コロナ感染症の話題がずっとついてまわっています。でも、コロナだけが私たちの未来をおびやかす

病気ではありません。子宮頸がんなど、先の未来で重荷となる病気もあります。少しでも重荷をおろすお手伝いができればと思います。 

K※ 


